[t-product]と同等の役割をするusrtally.fの例題

全ての核反応（弾性散乱含む）に関連する情報を[t-userdefined]のfileで指定したファイル(userdefined.out)に書き出します。そのファイルの最後に書き出される「Total Product (/source)」が，1ヒストリ当たりに核反応で生成される粒子の平均個数となります。この値がproduct.outのsum overと一致するようになっています。

[t-product]はncol=13もしくは14のときに起動します。ただし，核データを使った反応のときは起動しません(jcoll = 6~9)。このusrtally.fは，[t-product]が起動するタイミングで，まず反応に関する情報（領域ID，親核，位置など）を出力した後，その核反応を引き起こした粒子(Primary)の情報と核反応により生成された粒子(Secondary)の情報を続けて書き出します

特定の親核や領域で起きた核反応の情報のみ出力したい場合は，親核情報（mathz,mathn）やセル番号iblz1に関してif文で条件を付けてください。
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